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路
線
そ
の
も
の
で
す
。
統
治

機
構
の
作
り
直
し
と
し
て
道

州
制
、
首
相
公
選
制
、
参
院

改
革
。
行
財
政
で
は
公
務
員

人
件
費
削
減
、
職
員
基
本
条

例
・
教
育
基
本
条
例
の
法
制

化
。
社
会
保
障
制
度
で
は
受

益
と
負
担
の
明
確
化
、
混
合

診
療
の
解
禁
、
持
続
可
能
な

生
活
保
護
制
度
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
の
検
討
な
ど
。

経
済
で
は
成
長
戦
略
、
徹

底
し
た
規
制
緩
和
、
自
由
貿

易
圏
の
拡
大
、
労
働
市
場
の

流
動
化
。
累
進
課
税
否
定
の

フ
ラ
ッ
ト
タ
ッ
ク
ス
も
主

張
。
脱
原
発
依
存
も
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
が
最
近
、
急
速

に
後
退
し
て
い
ま
す
。

憲
法
改
正
と
し
て
96
条
の

改
正
の
要
件
を
３
分
の
２
か

ら
２
分
の
１
に
と
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
米
同

盟
基
軸
、
外
国
人
へ
の
国
土

売
却
規
制
、
公
務
員
労
働
組

合
の
政
治
活
動
の
規
制
な
ど

の
方
向
を
強
め
て
い
ま
す
。

●
維
新
の
会
の
政
治

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
は

国
政
進
出
を
狙
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
な
政
治
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

橋
下
大
阪
市
政
の
「
改
革

プ
ラ
ン
」
で
は
、
市
民
向
け

事
業
の
予
算
を
ば
っ
さ
り
。

教
育
行
政
で
は
管
理
・
統
制

を
強
化
。
一
方
で
、
黒
字
の

市
営
地
下
鉄
の
民
営
化
、
市

水
道
保
有
の
土
地
売
却
な

ど
、
大
企
業
を
潤
す
政
策
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
は
「
大
企
業
が
潤
え

ば
、
い
ず
れ
下
々
も
」
と
い

う
「
構
造
改
革
」
路
線
で
す
。

09
年
に
国
民
が
拒
否
し
た
、

破
た
ん
済
み
の
政
策
で
す
。

し
か
も
「
思
想
調
査
」
ア
ン

ケ
ー
ト
に
見
る
よ
う
に
、
批

判
者
を
許
さ
な
い
恐
怖
政
治

で
、
力
ず
く
で
行
お
う
と
し

て
い
ま
す
。

次
の
衆
院
選
向
け
の
「
維

新
八
策
」
も
「
構
造
改
革
」

党
な
し
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
民
生
活
を
守
ろ
う
と
す

れ
ば
、
従
来
の
自
民
党
や
民

主
党
の
政
治
で
は
道
が
開
け

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も

二
大
政
党
を
批
判
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
な
か
、
今
の

政
治
の
停
滞
を
打
ち
砕
く
と

し
て
出
て
き
た
の
が
橋
下
徹

氏
で
、
そ
れ
を
関
西
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
全
面
的
に
応

援
。
そ
う
や
っ
て
、
大
阪
維

新
の
会
は
台
頭
し
ま
し
た
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
は
、

財
界
や
米
国
が
期
待
を
か
け

て
い
た
二
大
政
党
制
づ
く
り

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う

局
面
の
ス
キ
を
つ
い
て
、
自

民
党
で
も
民
主
党
で
も
な
い

新
し
い
政
治
を
求
め
る
国
民

的
模
索
の
な
か
で
台
頭
し
て

き
た
の
で
す
。

な
っ
た
民
主
党
が
否
定
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

そ
の
な
か
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

消
費
税
、
沖
縄
基
地
、
原
発

な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
新

し
い
「
共
闘
」
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼

動
な
ど
、
財
界
の
応
援
を
受

け
な
が
ら
野
田
民
主
党
政
権

が
進
め
よ
う
と
す
る
政
治
は

世
論
の
多
数
と
対
立
し
ま
す
。

何
と
か
自
民
、
公
明
と
３
党

密
室
談
合
で
乗
り
切
ろ
う
と

す
る
が
、
ま
す
ま
す
支
持
政

「
八
ッ
場
ダ
ム
は
中
止
」
な

ど
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
は
本
気
の
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
く
に
３
・
11
の
震
災

後
、
民
主
党
へ
の
国
民
の
期

待
は
急
速
に
低
下
し
ま
す
。

被
災
者
支
援
は
何
も
し
な
い

し
、
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
で
も
何
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

も
発
揮
し
な
い
の
で
す
か
ら
。

新
し
い
政
治
を

模
索
す
る
国
民

09
年
に
自
民
党
が
否
定
さ

れ
、
今
は
自
民
と
瓜
二
つ
に

政
治
が
混
迷
を
深
め
る
な
か
、
橋
下
徹
氏
が
率
い
る
大

阪
維
新
の
会
が
国
政
レ
ベ
ル
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
２

０
１
０
年
４
月
結
成
の
こ
の
地
域
政
党
の
台
頭
を
ど
う
見

る
か
、
石
川
康
宏
氏
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）
の
解
説

に
耳
を
傾
け
た
い
。
以
下
は
地
域
労
組
お
お
さ
か
の
12
年

「
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭
」
で
の
講
演
よ
り
一
部
要
約
。

２
０
０
３
年
、
民
主
党
が

結
党
さ
れ
、
財
界
に
よ
る
政

党
の
「
通
信
簿
」
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
す
。
自
民
党
政
治

が
行
き
づ
ま
る
な
か
、
財
界

は
二
大
政
党
制
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
成
績
に
よ
っ
て
献
金

額
が
決
ま
る
通
信
簿
を
通
じ

て
、
民
主
党
を
「
自
民
党
化
」

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
政
治

に
対
す
る
国
民
の
怒
り
の
強

さ
は
財
界
の
予
想
を
超
え
、

09
年
、民
主
党
政
権
が
誕
生
。

民
主
党
は
国
民
の
怒
り
を
背

に
「
消
費
税
は
上
げ
な
い
」

二
大
政
党
づ
く
り
の
破
た
ん

●
「
維
新
の
会
」
台
頭
の
背
景
 

破
た
ん
済
み
の「
構
造
改
革
」
を
力
ず
く
で
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は
経
済
同
友
会
常
任
幹
事
の

更
家
悠
介
氏
。
更
家
氏
は
サ

ラ
ヤ
社
長
で
、
元
々
、
松
井

一
郎
知
事
と
親
し
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
関
西
経
済
同
友

会
の
道
州
制
・
地
方
議
会
を

考
え
る
委
員
会
の
委
員
長
。

そ
の
よ
う
に
関
西
財
界
幹
部

の
応
援
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
中
央
財
界
と
直
接
の
太

い
パ
イ
プ
は
な
い
よ
う
で
す
。

靖
国
史
観
派
に
も
接
近
し

て
い
ま
す
が
、
靖
国
派
が
一

枚
岩
で
維
新
の
会
を
応
援
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
民
党
の
靖
国
派
に
は

「
君
が
代
・
日
の
丸
」
の
強

制
に
は
批
判
的
な
立
場
の
人

も
い
ま
す
。

維
新
の
会
は「
既
成
政
党
」

を
批
判
す
る
一
方
で
、
公
明

党
と
選
挙
協
力
し
、
み
ん
な

の
党
と
は
密
接
な
関
係
で
、

民
主
党
幹
部
と
は
「
密
談
」。

自
身
が
急
速
に「
既
成
政
党
」

化
し
て
い
ま
す
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
の

組
織
的
な
特
徴
と
し
て
、
橋

下
氏
中
心
の
ワ
ン
マ
ン
性
、

集
票
マ
シ
ー
ン
が
な
い
こ
と
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
互
依

存
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
発

信
力
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

国
政
進
出
は
お
そ
ら
く
、

橋
下
氏
自
身
が
立
候
補
し
な

け
れ
ば
ブ
ー
ム
を
呼
び
込
め

な
い
で
し
ょ
う
。

組
織
的
背
景
に
は
「
構
造

改
革
」
推
進
の
人
脈
が
指
摘

で
き
ま
す
。

橋
下
氏
が
大
阪
市
長
就
任

後
に
任
命
し
た
特
別
顧
問
の

う
ち
、
堺
屋
太
一
氏
は
小
泉

政
権
時
代
の
内
閣
特
別
顧

問
、
野
村
修
也
弁
護
士
は
小

泉
内
閣
時
代
、
竹
中
平
蔵
氏

の
下
で
金
融
庁
の
顧
問
、
上

山
信
一
氏
は
日
本
経
団
連
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
21
世
紀
政
策

研
究
所
の
研
究
主
幹
等
々
。

最
大
の
応
援
団
は
経
済

人
・
維
新
の
会
で
す
。
会
長

同
時
に
、
今
の
政
治
を
打

開
す
る
方
向
、
理
念
を
示
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
何
で
も
自
己
責

任
」
の
社
会
で
は
な
く
「
互

い
に
支
え
合
う
」
社
会
へ
の

転
換
。
公
務
員
は
「
全
体
の

奉
仕
者
」
と
し
て
育
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
大
企
業
も
「
互

い
に
支
え
合
う
」
社
会
の
一

員
に
し
て
い
く
こ
と
。

第
三
に
、
主
権
者
と
し
て

国
民
が
転
換
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
覚
悟
を
持

つ
こ
と
。
人
任
せ
に
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

大
阪
市
を
統
合
し
て
大
阪
都

を
つ
く
り
、
大
阪
都
は
成
長

戦
略
を
担
う
と
い
う
も
の
。

さ
ら
に
関
西
広
域
連
合
と
大

阪
都
を
統
合
し
て
関
西
州
を

つ
く
り
、
中
央
財
界
に
自
分

た
ち
を
認
め
さ
せ
よ
う
。
橋

下
氏
ら
は
そ
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
国
会
進
出
だ

と
し
て
い
ま
す
。

策
的
な
一
番
の
接
点
は
道
州

制
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

道
州
制
は
、
都
道
府
県
を

な
く
し
、
州
と
い
う
広
域
自

治
体
で
大
開
発
な
ど
を
進
め

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
経

団
連
の
積
年
の
課
題
で
す
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
の

大
阪
都
構
想
は
、
大
阪
府
と

ま
す
。
そ
こ
に
強
さ
と
と
も

に
弱
さ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
二
大
政
党
づ
く

り
が
破
た
ん
す
る
な
か
、
中

央
の
財
界
と
響
き
合
う
可
能

性
も
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。
政

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
は

財
界
・
保
守
層
の
複
雑
な
力

関
係
の
上
に
う
ま
く
乗
っ
か

り
、
関
西
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
「
世
論
」

を
力
に
、
勢
い
を
保
っ
て
い

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
に

つ
い
て
、
全
国
的
に
は
ま
だ

幻
想
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
実
態
―
―
弱
い
者
の

味
方
で
は
な
い
こ
と
、
自

民
・
民
主
政
治
の
転
換
で
は

な
く
「
構
造
改
革
」
路
線
の

政
治
、
し
か
も
批
判
者
を
力

で
抑
え
市
民
同
士
を
敵
対
さ

せ
る
こ
と
、
結
局
は
財
界
に

奉
仕
す
る
こ
と
―
―
を
全
国

に
発
信
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

橋
下
氏
は
朝
も
晩
も
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
を
71
万
人
超
の
フ
ォ
ロ

ア
ー
が
読
ん
で
い
ま
す
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
を

批
判
す
る
側
も
、
一
人
ひ
と

り
が
市
民
的
メ
デ
ィ
ア
の
担

い
手
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
社
会
を
よ
く
し
て

い
く
た
め
に
、
情
勢
や
社
会

科
学
を
学
び
、
学
ん
だ
こ
と

を
ま
わ
り
に
語
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
は

こ
れ
ま
で
の
財
界
・
米
国
言

い
な
り
の
政
治
の
行
き
づ
ま

り
を
反
動
的
に
打
開
す
る
担

い
手
の
一
つ
で
す
。

国
政
進
出
を
狙
っ
て
い
ま

す
が
、
全
国
的
に
は
ま
だ
支

持
率
は
２
〜
３
％
（
12
年
４

月
16
日
の
Ａ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査

で
は
２
・
７
％
）
程
度
で
す
。

「
橋
下
・
維
新
の
会
」
が

最
も
頼
り
と
す
る
力
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と
ネ
ッ
ト
で
す
。

市
民
的
メ
デ
ィ
ア
の
担
い
手
に

●
政
治
の
行
き
づ
ま
り
を
ど
う
打
開
す
る
か
 

道
州
制
を
入
口
に
 

●
維
新
の
会
の
国
政
進
出
 

複
雑
な
「
構
造
改
革
」
人
脈

●
維
新
の
会
の
組
織
的
背
景
 




